
住宅⽤⽕災警報器を設置しているのに
条例に適合していないかも！？
住宅⽤⽕災警報器を設置しているのに
条例に適合していないかも！？

住宅⽤⽕災警報器住宅⽤⽕災警報器
ちゃとつけなかん！

令和元年度から令和６年度までの６年間で、消防職員等が市内の住宅を訪問し、
住宅用火災警報器に関する調査を行いました。

《調査結果》

⽕災による死者数は⽕災による死者数は
６５歳以上の⾼齢者が６５歳以上の⾼齢者が
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７５歳以上の世帯の
設置率が低い結果に！
７５歳以上の世帯の
設置率が低い結果に！

住宅⽤⽕災警報器を設置することで
住宅⽕災による死者が半分に！！
住宅⽤⽕災警報器を設置することで
住宅⽕災による死者が半分に！！
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瀬⼾市の⽕災予防条例瀬⼾市の⽕災予防条例

全ての寝室と階段全ての寝室と階段
が   �   です！が   �   です！義務設置義務設置

（寝室が２階以上の場合）
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《住宅用火災警報器の効果》

令和２年から令和４年までの全国の失火を原因とする
住宅火災１００件当たりの死者数

設置率設置率 適合率適合率

75歳以上独居及び75歳以上のみの世帯75歳以上独居及び75歳以上のみの世帯

75.9％75.9％ 50.5％50.5％
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